
【母子保健課関係】





１. 妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援について
（１）不妊治療への助成等について

不妊治療の経済的負担の軽減を図るため、高額な医療費がかかる配偶

者間の体外受精及び顕微授精に要する費用の一部を助成している。

平成29年度予算案では、初回の助成額の増額及び男性不妊治療への助

成を継続することとしている。

不妊専門相談センターについては、平成31年度までに全都道府県・指

定都市・中核市に配置して相談機能を強化することとしている。

このため、平成29年度予算案において、当該目標の達成に向けて必要

な箇所数の増を計上するとともに、同センターの夜間・休日対応に要す

る費用を計上したところである。

【依頼事項】

・センター未設置の指定都市・中核市におかれては、設置に向けた積極的

な検討をお願いしたい。

・既に設置している都道府県等におかれては、相談窓口の利便性の向上や

関連資料１ ２相談機能の強化について 積極的な取組をお願いする、 。（ 、

参照）

（２）子育て世代包括支援センターの全国展開について

子育て世代包括支援センターでは、地域のつながりの希薄化等により、

妊産婦等の孤立感や負担感が高まっている中、妊娠期から子育て期まで

の支援を切れ目なく提供するために相談支援等を行うこととしている。

平成28年４月１日時点で296市町村(720か所)に設置されており、また、

閣議決定において、平成32年度末までの全国展開を目指して整備を進め

ていくこととされている。

子育て世代包括支援センターの全国展開に向けて、母子保健法を改正

し、同センターの設置を市町村の努力義務として法的に位置づけたとこ

ろであり、平成29年４月１日に施行予定である（法律上の名称は「母子

健康包括支援センター 。」）

また、子育て世代包括支援センターの設置促進を図るため、平成29年

度予算案において、同センターを立ち上げるための職員雇上げや協議会

の開催等に要する経費を新たに計上したところである（子育て世代包括

支援センター開設準備事業 。）

さらに、今年度実施している調査研究において、子育て世代包括支援

センターにおける業務についてのガイドラインを策定する予定である。

【依頼事項】

・各自治体におかれては、予算事業やガイドラインを活用の上、子育て世
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代包括支援センターの設置・運営につき、積極的な取組をお願いする。

（関連資料３、４参照）

（３）妊娠・出産包括支援事業について

妊娠・出産包括支援事業のうち 産前・産後サポート事業 及び 産、「 」 「

後ケア事業」については、平成29年度予算案において、各市町村におけ

る実施予定等を踏まえ、事業実施箇所数の増など必要な予算を計上した

ところである。

また、今年度実施している調査研究において、産前・産後サポート事

業及び産後ケア事業についてのガイドラインを策定する予定である。

【依頼事項】

・各自治体におかれては、予算事業やガイドラインを活用の上、産前・産

後サポート事業及び産後ケア事業の実施につき、積極的な取組をお願い

（関連資料４、５、６参照）する。

（４）産婦健康診査事業について

産後うつの予防や新生児への虐待予防等を図る観点から、産後２週間、

産後１か月などの出産後間もない時期の産婦に対する健康診査（母体の

身体的機能の回復、授乳状況及び精神状態の把握等）の重要性が指摘さ

れている。

このため、平成29年度予算案において、出産後間もない時期における

産婦健康診査２回分にかかる費用を助成する「産婦健康診査事業」につ

いて新たに計上したところである。

なお、産婦健康診査事業の実施に当たっては、以下の３点を実施要件

（関連資料７参照）としている。

・ 産婦健康診査において、母体の身体的機能の回復、授乳状況及び

精神状態の把握等を実施すること。

・ 産婦健康診査の結果が健診実施機関から市町村へ速やかに報告さ

れるよう体制を整備すること。

・ 産婦健康診査の結果、支援が必要と判断される産婦に対して、産

後ケア事業を実施すること。

【依頼事項】

・各市町村におかれては、上記の実施要件に御留意の上、産婦健康診査の

実施につき、積極的な取組をお願いする。
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（５）新生児聴覚検査体制整備事業について

聴覚障害は早期に発見され適切な支援が行われた場合は、聴覚障害に

よる音声言語発達等への影響が最小限に抑えられることから、その早期

発見・早期療育が図られるよう、全ての新生児を対象として新生児聴覚

検査を実施することが重要である。

しかしながら、平成27年度の母子保健課による調査結果によると、公

費負担を実施している市町村は6.8％であり その取組は十分とはいえな、

い結果となっている。

このため、平成29年度予算案において、都道府県内の新生児聴覚検査

の推進体制を整備し、市町村の取組を支援するため、都道府県が行う普

及啓発や研修会の実施、医療機関や教育機関などの関係機関等による協

議会の設置などの費用を新たに計上したところである（新生児聴覚検査

体制整備事業 。）

【依頼事項】

・各都道府県におかれては本事業を活用し、管内市町村における新生児聴

関連資料覚検査の実施体制の整備に積極的に取り組んでいただきたい。（

８参照）

２. 妊婦健康診査について
（１）妊婦健康診査の公費負担の状況調査について

平成27年４月１日現在における妊婦健康診査の公費負担については、

全ての市町村で14回以上実施され、公費負担額は全国平均で99,927円で

あったが、各市町村間で公費負担額や公費負担の対象となる検査項目等

の状況に差がみられた。

【依頼事項】

・各市町村におかれては 公費負担の更なる充実を図り 妊婦に対する健、 、「

康診査についての望ましい基準 （平成27年３月31日厚生労働省告示第」

226号 において示す検査項目が受けられるよう 引き続き積極的な取組） 、

（関連資料10参照）をお願いする。

（２）妊婦健康診査の受診勧奨について

妊娠中は母体や胎児の健康の確保を図る上で定期的に健診を受診し、

普段以上に健康に気をつけることが必要であることから、妊婦健康診査

の受診を勧奨するため、厚生労働省において、健診の重要性の理解を促

進するためのリーフレットデザインを作成し、ホームページに掲載して

いる。
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【依頼事項】

・各市町村におかれては、広報誌・ホームページへの掲載、リーフレット

の作成、各種窓口での配布等の普及啓発により、妊婦健康診査の受診勧

奨に努めていただきたい。

【すこやかな妊娠と出産のために】

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kodomo/boshi-hoken10/index.html

【 妊婦健診”を受けましょう】“

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kodomo/boshi-hoken13/index.html

３. 乳幼児健康診査について
（１）乳幼児健康診査の実施について

乳幼児に対する健康診査については 乳幼児に対する健康診査の実施、「

について （平成10年４月８日児発第285号厚生省児童家庭局長通知）等」

により行われてきたところである。平成27年度より「健やか親子２１

第２次 が開始したこと等に伴い 平成27年９月に通知の一部を改正（ ）」 、

し、問診項目の拡充等が図られたところである。

【依頼事項】

・各市町村におかれては、引き続き、上記の通知に基づき、乳幼児健康診

査の円滑な実施に努めていただきたい。

（２）乳幼児健康診査の未受診者の受診勧奨について

乳幼児健診については、母子保健法に基づき実施していただいている

ところであるが、１歳６か月児健診では4.5％、３歳児健診では5.9％

（平成26年度地域保健・健康増進事業報告）の未受診者がいる。

乳幼児健診を子どもに受けさせていない家庭は、受けさせている家庭

よりも虐待リスクが高いことが指摘されていることから、未受診家庭の

把握を通じて、虐待予防のための支援につなげることが重要である。

【依頼事項】

・各市町村におかれては、家庭訪問等により引き続き乳幼児健診未受診者

の受診勧奨等に努めていただきたい。

・乳幼児健診未受診家庭を把握した際には、児童福祉担当部署等に情報提

供を行い、連携して子どもの安全確認を徹底していただきたい。

（３）乳幼児健康診査における発達障害の早期発見について

乳幼児健康診査における発達障害の早期発見については、発達障害者

支援法 平成16年法律第167号 第５条において 市町村は 乳幼児健康（ ） 、 、

診査を行うに当たり、発達障害の早期発見に十分留意しなければならな
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い旨定められている。

今般 総務省より 発達障害者支援に関する行政評価・監視結果に基、 、「

づく勧告」が公表され、厚生労働省における市町村の取組実態の把握及

び乳幼児健康診査における発達障害の疑われる児童の早期発見に資する

取組の促進について勧告があったところである。

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/110614.html

【依頼事項】

・各都道府県におかれては、乳幼児健康診査において、発達障害の早期発

見が効果的に行われるよう、母子保健指導者養成研修や国立精神・神経

医療研究センターにおいて実施されている発達障害者支援のための研修

について、管内の市町村に適宜周知するとともに、積極的な参加を促し

ていただきたい。

【国立精神・神経医療研究センター】

http://www.ncnp.go.jp/nimh/kenshu/index.html

【 参考）平成28年度母子保健指導者養成研修会】（

http://www.jfpa.info/boshi/

４． 子どもの心の診療ネットワーク事業について
平成29年度予算案において、子どもの心の診療ネットワーク事業の実

施主体に指定都市を追加したところである。

【依頼事項】

・各都道府県及び指定都市におかれては、子どもの心の診療体制構築に努

めるよう積極的な取組をお願いする。

５． 「健やか親子２１（第２次 」の推進について）
（１ 「健やか親子２１（第２次 」について） ）

「健やか親子２１」は、21世紀の母子保健の取組の方向性と目標を示

し、関係機関・団体が一体となって推進する国民運動として、平成13年

から平成26年までを計画期間として取組を開始した。計画期間の終了に

伴い、平成25年度に最終評価を行い、平成26年度に「健やか親子２１

第２次 の方針を取りまとめた 平成27年度から平成36年度までを計（ ）」 。

画期間とする「健やか親子２１（第２次 」では 「すべての子どもが健） 、

やかに育つ社会」を10年後に目指す姿として掲げ、３つの基盤課題と２

つの重点課題を設定した。

【依頼事項】

・引き続き、課題ごとの各指標の目標達成に向けた取組を進めていただき

たい。
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・ 健やか親子２１（第２次 」の公式ウェブサイトが実施する、母子保健「 ）

に関する取組を登録いただくシステムがあるので、積極的に登録いただ

くとともに、登録された好事例を母子保健事業実施に当たって活用され

（関連資料12参照）たい。

「健やか親子２１（第２次 」ウェブサイト）

http://sukoyaka21.jp/

（２ 「健やか親子２１」全国大会について）

平成28年度の全国大会は すべての子どもに温かくやさしい社会へ～、「

母子保健からのメッセージ～」をテーマに岡山県で開催された。

平成29年度は、平成29年10月25日（水）～27日（金）に、宮崎県（宮

崎県立芸術劇場）において開催される予定である。

【依頼事項】

・各自治体におかれては、母子保健関係者に全国大会への積極的な参加を

働き掛けていただきたい。

（３ 「健康寿命をのばそう！アワード（母子保健分野 」について） ）

「健康寿命をのばそう！アワード」は、平成24年度より、あらゆる世

代のすこやかな暮らしを支える良好な社会環境の構築を推進することを

目的として、生活習慣病の予防、地域包括ケアシステムの構築に向けた

介護予防・高齢者生活支援に関する優れた取組を表彰する制度である。

平成27年度より新たに 母子保健分野 を創設し 母子の健康増進を目、「 」 、

的とする優れた取組を行う企業・団体・自治体の表彰を行っている。

平成28年度は、自治体部門では、厚生労働省大臣優秀賞を比企郡吉見

町 埼玉県 厚生労働省雇用均等・児童家庭局長優良賞を前橋市 群馬（ ）、 （

県 、米原市（滋賀県 、姫路市（兵庫県）が受賞した。受賞した取組に） ）

ついては、紹介冊子を作成し 「健やか親子２１（第２次 」の公式ウェ、 ）

ブサイトなどの各種メディアで紹介することとしている。

【依頼事項】

・各自治体におかれては、上記の公式ウェブサイトで紹介されている優れ

た取組を参考に、母子の健康増進に関する積極的な取組を企業・団体・

自治体に働き掛けていただきたい。

・平成29年度以降も募集を予定しており、優れた取組について積極的な応

（関連資料13参照）募をお願いする。

（４）マタニティマークについて

「健やか親子２１」の取組の一環として、妊娠・出産に関する安全性

と快適性の確保を目指し、妊産婦に対する社会の理解と配慮を促すため、

ITUVL
スタンプ



各市町村において、母子健康手帳と併せてマタニティマークの配布や、

マタニティマークの趣旨の普及啓発をお願いしているところであり、地

方財政上の措置は平成19年度から引き続き行っている。

【依頼事項】

・各自治体におかれては、今後も更なるマタニティマークの周知、普及に

向けた積極的な取組の推進をお願いする。

６． 食育の推進について
（１）第３次食育推進基本計画について

平成28年度から平成32年度を計画期間とする「第３次食育推進基本計

画 （平成28年３月18日食育推進会議決定）に基づき、母子保健及び児童」

福祉分野における更なる食育の推進に取り組んでいるところである。特に、

第３次計画では 個人や家庭環境の違い 多様性を認識した栄養指導等の、 、

多様な暮らしに対応した食育 や妊産婦や乳幼児の保護者等の 若い世「 」 「

代を中心とした食育 の推進を 新たに重点課題として掲げているところ」 、

である。

【依頼事項】

・各自治体におかれては、上記の重点課題にも留意の上、食育の推進に関

して、積極的な取組をお願いする。

（２）平成27年度乳幼児栄養調査結果について

全国の乳幼児の栄養方法及び食事の状況等の実態を把握することにより、

授乳・離乳の支援や乳幼児の食生活指導の基礎資料を得るため 乳幼児栄、

。養調査を平成27年９月に実施し、平成28年８月に結果の概要を公表した

今回の調査結果からは 母乳栄養の割合が増加したことや 経済的な暮、 、

らし向きによって子どもの食物摂取に差があることなどが明らかになった。

【依頼事項】

・本調査の実施に当たって、多大な御協力をいただいたことに感謝すると

ともに、本調査結果について、母子保健事業や保健・栄養指導等に御活

関連資料14参照）用いただくようお願いする。（

７. 子育てワンストップサービス（母子保健関係）の導入に

ついて
マイナポータルを活用した全国共通のサービス検索・電子申請等の仕組みで

ある、子育てワンストップサービスが平成29年７月から運用開始となる。
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母子保健関係においては、妊娠の届出及び母子健康手帳の交付の事務につい

て、来庁によることを原則としつつも、妊娠や子育て家庭の利便性の向上を図

り、より効果的な面談につなげる観点から、事前アンケートの回答と妊娠の届

出について、マイナポータルのサービス検索・電子申請機能を活用したオンラ

イン申請を行うことが可能となる。また、マイナポータルのお知らせ機能を活

用することにより、妊娠の届出の後、妊婦健診の受診勧奨や、面談のためのよ

り効率的な来庁の予約のためのお知らせ、妊婦等を対象とした各種案内、子ど

もの月齢・年齢に応じた健診のお知らせ等をプッシュ形式で通知することが可

能となる。

【依頼事項】

・各市町村におかれては、子育てワンストップサービスの活用を御検討いただ

きたい。

・なお、子育て世代包括支援センターにおける効果的な支援を実施するために

は、妊娠の届出及び母子健康手帳の交付の機会に、保健師等の専門職による

面談を実施することにより、妊婦及び子育て家庭の実情を効果的に把握する

ことが重要であるので、留意願いたい。

８. 出生前遺伝学的検査について
NIPT検査（無侵襲的出生前遺伝学的検査(Noninvasive prenatal genet

ic testing)）については 「 母体血を用いた新しい出生前遺伝学的検、『

査 の指針等について 周知依頼 平成25年３月13日雇・児発0313第１』 （ ）」（

、号母子保健課長通知）により、以下のとおり当省の見解を示すとともに

管内市町村等に対する周知を依頼している。

①一般的に医学的検査は 必要な患者に対し 診察から検査 診断 治療、 、 、 、

に至るまでの医師が行う診療行為の一環としてなされるべきものである

こと

②特に 新出生前遺伝学的検査については その高度な専門性と結果から、 、

導き出される社会的影響を考慮すると 検査前後における専門家による、

十分な遺伝カウンセリングにより 検査を受ける妊婦やその家族等に検、

査の意義や限界などについて正確に理解していただくことが必要である

こと

③検査対象者については 新出生前遺伝学的検査の特性を踏まえ 超音波、 、

検査等で胎児が染色体数異常を有する可能性が示唆された者や染色体数

的異常を有する児を妊娠した既往のある者 高齢妊娠の者等 一定の要、 、

件を定めることが必要であること

④そのためには 学会関係者に限らず 検査に関わる全ての学術団体 医、 、 、

学研究機関 医療機関 臨床検査会社 遺伝子解析施設 遺伝子解析の、 、 、 、

ITUVL
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仲介会社 健康関連企業等の皆様にも 学会指針を尊重して御対応いた、 、

だくことが必要であること

今般、同検査を、上記通知において周知されている「 母体血を用いた『

新しい出生前遺伝学的検査』指針 （平成25年3月9日日本産科婦人科学」

会 に反して実施したことにより 日本産科婦人科学会により会員医師の） 、

懲戒処分が行われたとの報道があった。

【依頼事項】

・各都道府県におかれては 改めて上記通知 学会指針及び共同声明につ、 、

いて その内容を御了知いただくとともに 都道府県・市の医療主管部、 、

(局) 衛生主管部(局)等の関係部署及び管内の市町村 並びに必要に応、 、

じて管内の医療機関等の関係機関に対して 幅広く情報提供していただ、

関連資料16参照）くようお願いする。（
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［関連資料：母 子 保 健 課］





不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定
治
療
支
援
事
業
に
つ
い
て

○
要

旨
不
妊
治
療
の
経
済
的
負

担
の

軽
減

を
図

る
た

め
、

高
額

な
医

療
費

が
か
か
る
、
配
偶
者
間
の
不
妊
治
療
に
要
す
る
費
用
の

一
部

を
助
成

○
対

象
治

療
法

体
外

受
精
及
び
顕
微

授
精

（
以

下
「

特
定

不
妊

治
療

」
と

い
う

。
）

○
対

象
者

特
定

不
妊
治
療
以
外

の
治

療
法

に
よ

っ
て

は
妊

娠
の

見
込

み
が

な
い

か
、
又
は
極
め
て
少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た

法
律
上

の
婚
姻
を
し
て
い
る

夫
婦

（
治

療
期

間
の

初
日

に
お

け
る

妻
の

年
齢

が
４

３
歳
未

満
で

あ
る
夫

婦
）

○
給

付
の

内
容

①
１
回
１
５
万
円
（

初
回

の
治

療
に

限
り

３
０

万
円

ま
で
助

成
）

通
算

回
数
は
、
初
め

て
助

成
を

受
け

た
際

の
治

療
期

間
の

初
日

に
お

け
る
妻
の
年
齢
が
、
４
０
歳

未
満
で
あ
る
と

き
は
通
算

６
回
ま
で

、
４
０

歳
以

上
４

３
歳

未
満

で
あ

る
と

き
は

通
算

３
回

ま
で
助
成

（
凍

結
胚

移
植

（
採

卵
を

伴
わ

な
い

も
の

）
及

び
採

卵
し

た
が

卵
が

得
ら

れ
な

い
等

の
た

め
中

止
し

た
も

の
つ

い
て

は
、

１
回

７
.
５

万
円

）

②
男
性

不
妊
治
療
を
行

っ
た

場
合

は
１

５
万

円
（

精
子

を
精

巣
又

は
精

巣
上

体
か

ら
採

取
す

る
た

め
の

手
術
）

○
所

得
制

限
７
３
０
万
円

（
夫

婦
合

算
の

所
得

ベ
ー

ス
）

○
指

定
医

療
機

関
事
業

実
施
主
体
に
お

い
て

医
療

機
関

を
指

定
○

実
施
主

体
都
道
府
県

、
指
定
都
市

、
中

核
市

○
補

助
率

１
／
２

（
負
担
割
合
：

国
１

／
２

、
都

道
府

県
・

指
定

都
市

・
中

核
市

１
／
２
）

○
予

算
額

平
成
２
９
年
度
予
算

(案
)

１
６

０
億

円

平
成

１
６

年
度

創
設

支
給

期
間

２
年

間
と

し
て
制

度
開

始
平

成
１

８
年

度
支

給
期

間
２

年
間

を
５

年
間

に
延

長
平

成
１

９
年

度
給

付
金

額
を

1
年

度
あ

た
り
１

回
１

０
万

円
、

２
回
ま

で
に

増
額

、
所

得
制

限
額

を
（

６
５

０
万

円
→

 ７
３
０

万
円
）

引
き

上
げ

平
成

２
１

年
度

補
正

給
付

額
１

０
万

円
→

１
５
万

円
平

成
２

２
年

度
給

付
額

１
５

万
円

を
継

続
平

成
２

３
年

度
１

年
度

目
を

年
３

回
に

拡
充

平
成

２
５

年
度

凍
結

胚
移

植
(
採

卵
を

伴
わ
な

い
も

の
)
等
の
給

付
額
を

見
直

し
（

1
5万

円
→
7
.
5万

円
）

平
成

２
６

年
度

通
算

助
成

回
数

は
治

療
期
間

初
日

の
妻

の
年

齢
が
４

０
歳

未
満

の
場

合
は
６

回
ま

で
助
成

平
成

２
５

年
度

補
正

一
部

助
成

対
象

範
囲

を
見
直

し
、

安
心

こ
ど

も
基
金

に
よ

り
実

施
平

成
２

７
年

度
安

心
こ

ど
も

基
金

に
よ

る
実

施
を

廃
止

し
、

当
初
予

算
に

計
上

平
成

２
７

年
度

補
正

初
回

治
療

の
助

成
額

を
１
５

万
→

３
０

万
円

男
性

不
妊

治
療

を
行

っ
た
場

合
、

１
５

万
円

を
助
成

平
成

２
８

年
度

妻
の

年
齢

が
４

３
歳

以
上
の

場
合

助
成

対
象

外
。
通

算
助

成
回

数
は

治
療
期

間
初

日
の

妻
の

年
齢

が
４

０
歳

以
上

４
３

歳
未

満
の

場
合
は

３
回

ま
で

助
成

平
成
１

６
年

度
１

７
，

６
５

７
件

平
成

１
７

年
度

２
５

，
９

８
７

件
平

成
１

８
年

度
３

１
，

０
４

８
件

平
成

１
９

年
度

６
０

，
５

３
６

件
平

成
２

０
年

度
７

２
，

０
２

９
件

平
成

２
１

年
度

８
４

，
３

９
５

件
平

成
２

２
年

度
９

６
，

４
５

８
件

平
成

２
３

年
度

１
１

２
，

６
４

２
件

平
成

２
４

年
度

１
３

４
，

９
４

３
件

平
成

２
５

年
度

１
４

８
，

６
５

９
件

平
成

２
６

年
度

１
５

２
，

３
２

０
件

１
．
事
業

の
概

要

２
．
沿

革
３
．
支
給
実
績
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不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業

○
対
象
者
・
・
・

不
妊
や
不
育
症
に
つ
い
て
悩
む
夫
婦
等

○
事
業
内
容

（
１
）
夫
婦
の
健
康
状
況
に
的
確
に
応
じ
た
不
妊
に
関
す
る
相
談
指
導

（
２
）
不
妊
治
療
に
関
す
る
情
報
提
供

（
３
）
不
妊
相
談
を
行
う
専
門
相
談
員
の
研
修

○
実
施
担
当
者
・
・
・
不
妊
治
療
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
医
師
、
そ
の
他
社
会
福
祉
、
心
理
に
関
し
て
知
識
を
有
す
る
者
等

○
実
施
場
所
（
実
施
主
体
：
都
道
府
県
・指
定
都
市
・中
核
市
）

全
国
６
５
か
所
（
平
成
２

28
年

7月
1日
時
点
）
※
自
治
体
単
独
（

5か
所
）含
む

主
に
大
学
・
大
学
病
院
・
公
立
病
院
２
４
か
所
（
３
７
％
）
、
保
健
所
１
８
か
所
（
２
８
％
）
に
お
い
て
実
施
。

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
（
平
成

28
年

6月
2日
閣
議
決
定
）
（
抜
粋
）

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
を
平
成

31
 年
度
（

20
19

 年
度
）
ま
で
に
全
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
中
核
市
に
配
置

○
予
算
額
等

平
成
２
９
年
度
予
算

(案
)
１
４
６
百
万
円
（
基
準
額

47
4,

50
0円
×
実
施
月
数
）
（補
助
率
国

1/
2、
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
中
核
市

1/
2）

○
相
談
実
績

平
成
２
７
年
度
：
２
０
，
６
２
３
件
（
内
訳
：
電
話
１
０
，
３
１
６
件
、
面
接
７
，
３
０
５
件
、
メ
ー
ル
１
，
６
０
０
件
、
そ
の
他
１
，
４
０
２
件
）

（
電
話
相
談
）
医
師
１
３
％
、
助
産
師
４
５
％
、
保
健
師
２
３
％
、
看
護
師
７
％
、
心
理
職
等
１
２
％

（
面
接
相
談
）
医
師
４
０
％
、
助
産
師
２
８
％
、
保
健
師
１
１
％
、
看
護
師
４
％
、
心
理
職
等
１
７
％

（
相
談
内
容
）
・
費
用
や
助
成
制
度
に
関
す
る
こ
と
（
７
，
４
７
６
件
）
・
不
妊
症
の
検
査
・
治
療
（５
，
７
１
１
件
）
・
不
妊
の
原
因
（
１
，
７
３
６
件
）

・
不
妊
治
療
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関
の
情
報
（
１
，
６
１
５
件
）
・
家
族
に
関
す
る
こ
と
（
１
，
３
９
４
件
）

・
不
育
症
に
関
す
る
こ
と
（
８
５
２
件
）

・
主
治
医
や
医
療
機
関
に
対
す
る
不
満
（
７
９
６
件
）

・
世
間
の
偏
見
や
無
理
解
に
よ
る
不
満
（
５
４
９
件
）

○
事
業
の
目
的

不
妊
や
不
育
症
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
適
切
な
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
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○
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
た
め
に
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
保
健
師
等
を
配
置
し
て
、

「
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
き
め
細
か
な
相
談
支
援
等
を
行
う
。

○
母
子
保
健
法
を
改
正
し
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
法
定
化
（平
成
29
年
４
月
１
日
施
行
）（
法
律
上
は
「母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」）
。

➢
実
施
市
町
村
数
：２
９
６
市
区
町
村
（７
２
０
か
所
）（
平
成
28
年
4月
1日
現
在
）
➢
お
お
む
ね
平
成
32
年
度
末
ま
で
に
全
国
展
開
を
目
指
す
。

保
健
所

児
童
相
談
所

子
育
て
支
援
機
関

医
療
機
関
（
産
科
医
、
小
児
科
医
等
）

①
妊
産
婦
等
の
支
援
に
必
要
な
実
情
の
把
握

②
妊
娠
・
出
産
・育
児
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
提
供
・助
言
・
保
健
指
導

③
保
健
医
療
又
は
福
祉
の
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

④
支
援
プ
ラ
ン
の
策
定

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

妊
産
婦
等
を
支
え
る
地
域
の
包
括
支
援
体
制
の
構
築

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援

民
間
機
関

妊
娠
前

妊
娠
期

出
産

産
後

育
児

妊
婦
健
診

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業

子
育
て
支
援
策

・
保
育
所

・
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

・
里
親
・
乳
児
院

・
養
子
縁
組

・
そ
の
他
子
育
て
支
援
策

両
親
学
級
等

妊
娠
に
関
す
る

普
及
啓
発

不
妊
相
談

乳
幼
児
健
診

予
防
接
種

産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業

産
後
ケ
ア
事
業

近
隣
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ー
ビ
ス

養
育
支
援
訪
問
事
業

利
用
者
支
援
実
施
施
設

地
域
の
関
係
団
体
（
医
師
会
等
）

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー

看
護
師

助
産
師

保
健
師

産
婦
健
診

サ ー ビ ス （ 現 業 部 門 ）マ ネ ジ メ ン ト （ 必 須 ）

母
子
保
健
支
援

子
育
て
支
援

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
全
国
展
開

KKRMR
スタンプ

ITUVL
スタンプ



〇
既
存
の
体
制

〇
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
始
後

・
関
係
機
関
は
多
い
が
、
個
別
の
対

応
と
な
っ
て
い
る
。

・
必
要
な
支
援
が
、
必
ず
し
も
切
れ

目
な
く
提
供
で
き
て
い
な
い
。

・
関
係
機
関
の
連
絡
調
整

・
全
て
の
妊
産
婦
の
状
況
を
継
続
的
に
把
握
し
、
必
要
な
支
援
を

切
れ
目
な
く
提
供
。

市
町
村
保
健

セ
ン
タ
ー

N
P

O
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
育
所

幼
稚
園

子
育
て

支
援
機
関

都
道
府
県

保
健
所

医
療
機
関

分
娩
施
設

児
童

相
談
所

子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

N
P

O
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

子
育
て

支
援
機
関

医
療
機
関

分
娩
施
設

市
町
村
保
健

セ
ン
タ
ー

学
校

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ

都
道
府
県

保
健
所

保
育
所

幼
稚
園

公
民
館

児
童

相
談
所

公
民
館

学
校

継
続
的
把
握

相
談
・
情
報
提
供
・
助
言

支
援
プ
ラ
ン
の
策
定

ITUVL
スタンプ



子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
全
国
展
開

（
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
）

妊
娠

期
か

ら
子

育
て

期
に

わ
た

る
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

提
供

す
る

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

全
国

展
開

に
向

け
て

設
置

促
進

を
図

る
た

め
、

同
セ

ン
タ

ー
を

立
ち

上
げ

る
た

め
の

準
備

員
の

雇
上

費
や

協
議

会
の

開
催

経
費

等
の

補
助

を
行

う
。

ま
た

、
同

セ
ン

タ
ー

の
拡

充
に

伴
い

、
「
産

前
・
産

後
サ

ポ
ー

ト
事

業
」
や

「
産

後
ケ

ア
事

業
」
に

つ
い

て
も

、
妊

産
婦

等
を

支
え

る
た

め
の

総
合

的
な

支
援

体
制

の
構

築
を

図
る

た
め

一
体

的
に

拡
充

す
る

。

要
旨

要
求

内
容

事
業

内
容

妊
娠

前
妊

娠
期

出
産

産
後

育
児

産
後

ケ
ア

事
業

妊
婦

健
診

乳 児 家 庭

全 戸 訪 問

事 業

子
育

て
支

援
策

・
保

育
所

・
地

域
子

育
て

支
援

拠
点

・
里

親
・
乳

児
院

・
そ

の
他

子
育

て
支

援
策

両
親

学
級

等

妊
娠

に
関

す
る

普
及

啓
発

不
妊

相
談

産
前

・
産

後
サ

ポ
ー

ト
事

業

定
期

健
診

予
防

接
種

養
子

縁
組

【
妊

娠
期

か
ら

子
育

て
期

に
わ

た
る

切
れ

目
の

な
い

支
援

の
実

施
】

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
○

妊
娠

期
か
ら

子
育
て

期
に
わ

た
る

切
れ

目
の

な
い

支
援
の
実

施
○

保
健

師
等
の

専
門
職

が
全

て
の

妊
産

婦
等

の
状

況
を

継
続
的

に
把
握

し
、
必

要
に

応
じ
て
支

援
プ
ラ

ン
を
策

定

【
28
年
度

予
算

】
【
29
年
度

予
算
案
】

1
60
市

町
村

→
24
0市

町
村

1
60
市

町
村

→
24
0市

町
村

52
市

町
村

→
 

52
市

町
村

15
0市

町
村

47
都
道
府
県

→
47
都
道
府
県

①
産
前

・
産
後
サ
ポ
ー

ト
事

業
（
子
育
て
経
験

者
等

に
よ

る
相

談
支

援
等

）

②
産
後

ケ
ア
事
業

（
母

子
へ

の
心

身
の

ケ
ア

や
育

児
サ

ポ
ー

ト
等

）

③
妊
娠

・
出
産
包

括
支

援
緊

急
整

備
事

業
（
①

及
び

②
の
修

繕
費
）

④
子
育

て
世
代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
開

設
準

備
事
業
【

新
規
】

（
立

ち
上

げ
準

備
経
費

）

⑤
妊
娠

・
出
産
包

括
支

援
推

進
事

業
（
都
道
府

県
に

よ
る

研
修

の
実
施

等
）

（
実

施
主

体
：
市

町
村

（
⑤

は
都

道
府

県
）
、

負
担

割
合

：
国

１
／

２
、

市
町

村
（
都

道
府

県
）
１

／
２

）

２
３
．
８
億
円

→
３
７
．
８
億
円

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
開

設
準

備
事

業
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
立

ち
上

げ
を

支
援

し
、

同
セ

ン
タ

ー
の

設
置

促
進

を
図

る
。

KKRMR
スタンプ
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○
妊

産
婦

等
が

抱
え

る
妊

娠
・
出

産
や

子
育

て
に

関
す

る
悩

み
等

に
つ

い
て

、
助

産
師

等
の

専
門

家
又

は
子

育
て

経
験

者
や

シ
ニ

ア
世

代
等

の
相

談
し

や
す

い
「
話

し
相

手
」等

に
よ

る
相

談
支

援
を

行
い

、
家

庭
や

地
域

で
の

妊
産

婦
等

の
孤

立
感

を
解

消
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

○
事

業
の

内
容

①
利

用
者

の
悩

み
相

談
対

応
や

サ
ポ

ー
ト

②
産

前
・
産

後
の

心
身

の
不

調
に

関
す

る
相

談
支

援
③

妊
産

婦
等

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
者

の
募

集
④

子
育

て
経

験
者

や
シ

ニ
ア

世
代

の
者

等
に

対
し

て
産

前
・
産

後
サ

ポ
ー

ト
に

必
要

な
知

識
を

付
与

す
る

講
習

会
の

開
催

⑤
母

子
保

健
関

係
機

関
、

関
係

事
業

と
の

連
絡

調
整

○
実

施
方

法
・
実

施
場

所
等

①
「
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
（
パ

ー
ト

ナ
ー

）
型

」
・
・
・実

施
担

当
者

が
利

用
者

の
自

宅
に

赴
く
等

に
よ

り
、

個
別

に
相

談
に

対
応

②
「
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
（
参

加
）
型

」・
・
・・

・
・・

公
共

施
設

等
を

活
用

し
、

集
団

形
式

に
よ

り
、

同
じ

悩
み

等
を

有
す

る
利

用
者

か
ら

の
相

談
に

対
応

○
実

施
担

当
者

(1
)助

産
師

、
保

健
師

又
は

看
護

師
(2

)子
育

て
経

験
者

、
シ

ニ
ア

世
代

の
者

等
（
事

業
内

容
②

の
産

前
・
産

後
の

心
身

の
不

調
に

関
す

る
相

談
支

援
は

、
(1

)に
掲

げ
る

専
門

職
を

担
当

者
と

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
）

○
予

算
額

等
2
９

年
度

予
算

(案
)

８
９

５
百

万
円

（
2
9
’
基

準
額

1
市

町
村

1
1
,4

1
9
千

円
）
（
補

助
率

国
1
/
2
、

市
町

村
1
/
2
）

（
平

成
２

６
年

度
よ

り
、

妊
娠

・
出

産
包

括
支

援
モ

デ
ル

事
業

の
一

部
と

し
て

事
業

開
始

。
平

成
２

７
年

度
は

５
９

市
町

村
に

お
い

て
実

施
）

○
身

近
に

相
談

で
き

る
者

が
い

な
い

な
ど

、
支

援
を

受
け

る
こ

と
が

適
当

と
判

断
さ

れ
る

妊
産

婦
及

び
そ

の
家

族
。

対
象
者

産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業

事
業
目
的
等

事
業
の
概
要

○
市

町
村

（
本

事
業

の
趣

旨
を

理
解

し
、

適
切

な
実

施
が

期
待

で
き

る
団

体
等

に
事

業
の

全
部

又
は

一
部

を
委

託
す

る
こ

と
が

で
き

る
）

実
施
主
体

KKRMR
スタンプ

ITUVL
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○
事

業
内

容
退

院
直

後
の

母
子

に
対

し
て

心
身

の
ケ

ア
や

育
児

の
サ

ポ
ー

ト
等

き
め

細
か

い
支

援
を

実
施

す
る

。
（利

用
期

間
は

原
則

７
日

以
内

）
原

則
と

し
て

①
及

び
②

を
実

施
、

必
要

に
応

じ
て

③
か

ら
⑤

を
実

施
。

①
褥

婦
及

び
新

生
児

に
対

す
る

保
健

指
導

及
び

授
乳

指
導

（
乳

房
マ

ッ
サ

ー
ジ

を
含

む
）

②
褥

婦
に

対
す

る
療

養
上

の
世

話
④

褥
婦

及
び

産
婦

に
対

す
る

心
理

的
ケ

ア
や

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
③

産
婦

及
び

乳
児

に
対

す
る

保
健

指
導

⑤
育

児
に

関
す

る
指

導
や

育
児

サ
ポ

ー
ト

等

○
実

施
方

法
・
実

施
場

所
等

(1
)「

宿
泊

型
」

・
・
・

病
院

、
助

産
所

等
の

空
き

ベ
ッ

ド
の

活
用

等
に

よ
り

、
宿

泊
に

よ
る

休
養

の
機

会
の

提
供

等
を

実
施

。
（
原

則
と

し
て

、
利

用
者

の
居

室
、

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
室

、
乳

児
保

育
等

を
有

す
る

施
設

）

(2
)「

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

型
」

・
・
・

個
別

・
集

団
で

支
援

を
行

え
る

施
設

に
お

い
て

、
日

中
、

来
所

し
た

利
用

者
に

対
し

実
施

。
(3

)「
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
型

」
・
・
・

実
施

担
当

者
が

利
用

者
の

自
宅

に
赴

き
実

施
。

○
実

施
担

当
者

事
業

内
容

に
応
じ
て

助
産

師
、

保
健

師
又

は
看

護
師

等
の

担
当

者
を

配
置

。
（
宿

泊
型

を
行

う
場

合
に

は
、

２
４

時
間

体
制

で
１

名
以

上
の

助
産

師
、

保
健

師
又

は
看

護
師

の
配

置
が

条
件

）

○
予

算
額

等
2
９

年
度

予
算

(案
)

２
，

３
２

６
百

万
円

（
2
9
‘
基

準
額

１
市

町
村

2
4
,8

2
9
千

円
）
（
補

助
率

国
1
/
2
、

市
町

村
1
/
2
）
（
利

用
料

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
が

利
用

者
の

所
得

等
に

応
じ

て
徴

収
）

（
平

成
２

６
年

度
は

、
妊

娠
・
出

産
包

括
支

援
モ

デ
ル

事
業

の
一

部
と

し
て

事
業

開
始

。
平

成
２

７
年

度
は

６
１

市
町

村
に

お
い

て
実

施
）

○
家

族
等

か
ら

十
分

な
家

事
及

び
育

児
な

ど
援

助
が

受
け

ら
れ

な
い

褥
婦

及
び

産
婦

並
び

に
そ

の
新

生
児

及
び

乳
児

で
あ

っ
て

、
次

の
(1

)又
は

(2
)に

該
当

す
る

者
(1

)産
後

に
心

身
の

不
調

又
は

育
児

不
安

等
が

あ
る

者
(2

) 
そ

の
他

特
に

支
援

が
必

要
と

認
め

ら
れ

る
者

対
象
者

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

事
業
目
的

事
業
の
概
要

○
市

町
村

（
本

事
業

の
趣

旨
を

理
解

し
、

適
切

な
実

施
が

で
き

る
団

体
に

等
に

事
業

の
全

部
又

は
一

部
の

委
託

が
可

能
）

実
施
主
体
等

○
退

院
直

後
の

母
子

に
対

し
て

心
身

の
ケ

ア
や

育
児

の
サ

ポ
ー

ト
等

を
行

い
、

産
後

も
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
る

支
援

体
制

を
確

保
す

る
。

KKRMR
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産
婦

健
康

診
査

事
業

に
つ

い
て

【
新

規
】

産
後

う
つ

の
予

防
や

新
生

児
へ

の
虐

待
予

防
等

を
図

る
観

点
か

ら
、

産
後

2週
間

、
産

後
１

か
月

な
ど

出
産

後
間

も
な

い
時

期
の

産
婦

に
対

す
る

健
康

診
査

（
母

体
の

身
体

的
機

能
の

回
復

や
授

乳
状

況
及

び
精

神
状

態
の

把
握

等
）
の

重
要

性
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
産

婦
健

康
診

査
の

費
用

を
助

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
産

後
の

初
期

段
階

に
お

け
る

母
子

に
対

す
る

支
援

を
強

化
し

、
妊

娠
期

か
ら

子
育

て
期

に
わ

た
る

切
れ

目
の

な
い

支
援

体
制

を
整

備
す

る
。

要
旨

○
地

域
に

お
け

る
全

て
の

産
婦

を
対

象
に

、
産

婦
健

康
診

査
２

回
分

に
係

る
費

用
に

つ
い

て
助

成
を

行
う

。
※

事
業

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
以

下
の

３
点

を
要

件
と

す
る

。
（
１

）
産

婦
健

康
診

査
に

お
い

て
、

母
体

の
身

体
的

機
能

の
回

復
や

授
乳

状
況

及
び

精
神

状
態

の
把

握
等

を
実

施
す

る
こ

と
。

（
２

）
産

婦
健

康
診

査
の

結
果

が
健

診
実

施
機

関
か

ら
市

区
町

村
へ

速
や

か
に

報
告

さ
れ

る
よ

う
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

。
（
３

）
産

婦
健

康
診

査
の

結
果

、
支

援
が

必
要

と
判

断
さ

れ
る

産
婦

に
対

し
て

、
産

後
ケ

ア
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

。

○
予

算
額

平
成

2
9
年

度
予

算
(案

)
３

５
１

百
万

円
（
基

準
額

：
１

回
当

た
り

5
,0

00
円

）
（
実

施
主

体
：市

町
村

、
補

助
率

：
国

1
/2

・
市

町
村

1/
2
）

事
業

内
容

妊
娠

出
産

乳
児

１ 歳 ６ か 月 児 健 診

※ 地 方 交 付 税 措 置

３ 歳 児 健 診

※ 地 方 交 付 税 措 置

妊 娠 の 届 出 ・

母 子 健 康 手 帳 の 交 付

妊
婦

健
診

（
１

４
回

）

※
地

方
交

付
税

措
置

幼
児

産 婦 健 診

妊
娠

期
か

ら
子

育
て

期
に

わ
た

る
切

れ
目

の
な

い
支

援

２
回

分
を

助
成

乳
幼

児
健

診
（
３

～
４

か
月

児
健

診
な

ど
）

※
市

町
村

が
必

要
に

応
じ

実
施

（
地

方
交

付
税

措
置

）

産
後

ケ
ア

事
業

※
産

婦
の

心
身

の
不

調
や

産
後

う
つ

等
を

防
ぐ

た
め

、
母

子
へ

の
心

身
の

ケ
ア

や
育

児
サ

ポ
ー

ト
等

の
実

施

支
援

が
必

要
な

産
婦

の
把

握

KKRMR
スタンプ

ITUVL
スタンプ



○
聴

覚
障

害
は

早
期

に
発

見
さ

れ
適

切
な

支
援

が
行

わ
れ

た
場

合
は

、
聴

覚
障

害
に

よ
る

音
声

言
語

発
達

等
へ

の
影

響
が

最
小

限
に

抑
え

ら
れ

る
。

こ
の

た
め

、
聴

覚
障

害
の

早
期

発
見

・早
期

療
育

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

新
生

児
聴

覚
検

査
に

係
る

協
議

会
の

設
置

や
、

研
修

会
の

実
施

、
普

及
啓

発
等

に
よ

り
、

都
道

府
県

に
お

け
る

推
進

体
制

を
整

備
す

る
。

新
生

児
聴

覚
検

査
体

制
整

備
事

業
に

つ
い

て
【
新

規
】

○
新

生
児

聴
覚

検
査

に
係

る
行

政
機

関
、

医
療

機
関

、
教

育
機

関
、

医
師

会
・患

者
会

等
の

関
係

機
関

等
に

よ
る

協
議

会
の

設
置

、
研

修
会

の
実

施
や

普
及

啓
発

等
に

よ
り

、
都

道
府

県
内

に
お

け
る

新
生

児
聴

覚
検

査
の

推
進

体
制

の
整

備
を

図
る

。

事
業

内
容

要
旨

＜
都

道
府

県
内

に
お

け
る

新
生

児
聴

覚
検

査
の

推
進

体
制

の
確

保
＞

○
医

療
機

関
や

教
育

機
関

な
ど

の
関

係
機

関
等

に
よ

る
協

議
会

の
設

置
○

医
療

機
関

従
事

者
等

に
対

す
る

研
修

会
の

実
施

や
新

生
児

聴
覚

検
査

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
作

成
等

に
よ

る
普

及
啓

発
○

県
内

に
お

け
る

事
業

実
施

の
た

め
の

手
引

書
の

作
成

な
ど

＜
予

算
額

＞
平

成
２

９
年

度
予

算
(案

)
４

８
百

万
円

（
基

準
額

：
１

都
道

府
県

当
た

り
2
,0

65
千

円
）

（
実

施
主

体
：
都

道
府

県
、

補
助

率
：

国
1/

2・
都

道
府

県
1/

2）

都
道

府
県

※
新

生
児

聴
覚

検
査

･･
･新

生
児

期
に

お
い

て
、

先
天

性
の

聴
覚

障
害

の
発

見
を

目
的

と
し

て
実

施
す

る
聴

覚
検

査
。

＜
新

生
児

聴
覚

検
査

の
実

施
＞

○
新

生
児

聴
覚

検
査

に
対

す
る

公
費

助
成

の
実

施
（※

地
方

交
付

税
措

置
）

○
新

生
児

訪
問

等
の

際
に

、
母

子
健

康
手

帳
を

活
用

し
、

新
生

児
聴

覚
検

査
の

実
施

状
況

の
把

握
及

び
要

支
援

児
や

保
護

者
に

対
す

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

な
ど

市
町

村
支

援

KKRMR
スタンプ

ITUVL
スタンプ



妊娠に悩む者
に対する相談

不 育 症
専 門 相 談

001 北 海 道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

002 青 森 県 ○ ○ ○ ○ ○

003 岩 手 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

004 宮 城 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

005 秋 田 県 ○ ○ ○ ○

006 山 形 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

007 福 島 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

008 茨 城 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

009 栃 木 県 ○ ○ ○ ○ ○

010 群 馬 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

011 埼 玉 県 ○ ○ ○ ○ ○

012 千 葉 県 ○ ○ ○ ○ ○

013 東 京 都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

014 神 奈 川 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

015 新 潟 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

016 富 山 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

017 石 川 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

018 福 井 県 ○ ○ ○

019 山 梨 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

020 長 野 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

021 岐 阜 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

022 静 岡 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

023 愛 知 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

024 三 重 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

025 滋 賀 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

026 京 都 府 ○ ○ ○ ○

027 大 阪 府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

028 兵 庫 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

029 奈 良 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

030 和 歌 山 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

031 鳥 取 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

032 島 根 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

033 岡 山 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

034 広 島 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

035 山 口 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

036 徳 島 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

037 香 川 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

038 愛 媛 県 ○ ○ ○ ○ ○

039 高 知 県 ○ ○ ○ ○ ○

040 福 岡 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

041 佐 賀 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

042 長 崎 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

043 熊 本 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

044 大 分 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

045 宮 崎 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

046 鹿 児 島 県 ○ ○ ○ ○ ○

047 沖 縄 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 29 44 24 45 34 34 47 38小  計

　母子保健医療対策総合支援事業の実施状況

平成２８年度(国庫補助対象分）

子どもの心
の診療ネッ
トワーク事

業

生 涯 を 通 じ た 女 性 の 健 康 支 援 事 業
不妊に悩む
方への特定
治療支援事

業

妊娠・出産
包括支援事
業（妊娠・
出産包括支
援推進事
業）

健 康 教 育
事 業

女 性 健 康 支 援
セ ン タ ー 事 業

不 妊 専 門 相 談
セ ン タ ー 事 業 HTLV-1 母 子

感 染 対 策

KKRMR
スタンプ

ITUVL
スタンプ



妊娠に悩む者
に対する相談

不 育 症
専 門 相 談

子どもの心
の診療ネッ
トワーク事

業

生 涯 を 通 じ た 女 性 の 健 康 支 援 事 業
不妊に悩む
方への特定
治療支援事

業

妊娠・出産
包括支援事
業（妊娠・
出産包括支
援推進事
業）

健 康 教 育
事 業

女 性 健 康 支 援
セ ン タ ー 事 業

不 妊 専 門 相 談
セ ン タ ー 事 業 HTLV-1 母 子

感 染 対 策

048 札 幌 市 　 ○ ○ ○ ○ ○

049 仙 台 市 　 ○ ○ ○ ○

050 さいたま市 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○

051 千 葉 市 　 ○ ○ ○ ○ ○

052 横 浜 市 　 ○ ○ ○ ○ ○

053 川 崎 市 　 ○ ○ ○ ○

054 相 模 原 市 　 ○ ○ ○

055 新 潟 市 　 ○

056 静 岡 市 　 ○

057 浜 松 市 　 ○

058 名 古 屋 市 　 ○ ○ ○ ○

059 京 都 市 　 ○ ○ ○ ○

060 大 阪 市 　 ○

061 堺 市 　 ○ ○ ○

062 神 戸 市 　 ○

063 岡 山 市 　 ○

064 広 島 市 　 ○ ○

065 北 九 州 市 　 ○ ○ ○ ○

066 福 岡 市 　 ○ ○ ○ ○

067 熊 本 市 　 ○

068 旭 川 市 　 ○

069 函 館 市 　 ○ ○

070 青 森 市 　 ○ ○

071 盛 岡 市 　 ○ ○ ○ ○

072 秋 田 市 　 ○

073 郡 山 市 　 ○

074 い わ き 市 　 ○

075 宇 都 宮 市 　 ○

076 前 橋 市 　 ○ ○

077 高 崎 市 　 ○

078 川 越 市 　 ○ ○ ○

079 越 谷 市 ○ ○ ○

080 船 橋 市 　 ○ ○

081 柏 市 　 ○

082 八 王 子 市 ○

083 横 須 賀 市 　 ○

084 富 山 市 　 ○

085 金 沢 市 　 ○

086 長 野 市 　 ○ ○ ○

087 岐 阜 市 　 ○

088 豊 田 市 　 ○ ○ ○ ○

089 豊 橋 市 　 ○ ○

090 岡 崎 市 　 ○

091 大 津 市 　 ○ ○

092 高 槻 市 　 ○

093 東 大 阪 市 　 ○

094 豊 中 市 ○

095 枚 方 市 ○

096 姫 路 市 　 ○

097 西 宮 市 　 ○ ○

098 尼 崎 市 　 ○ ○

099 奈 良 市 　 ○ ○

100 和 歌 山 市 　 ○

101 倉 敷 市 　 ○

102 福 山 市 　 ○

103 呉 市 ○

104 下 関 市 　 ○

105 高 松 市 　 ○

106 松 山 市 　 ○

107 高 知 市 　 ○

108 久 留 米 市 　 ○ ○

109 長 崎 市 　 ○

110 佐 世 保 市 ○

111 大 分 市 　 ○

112 宮 崎 市 　 ○ ○ ○

113 鹿 児 島 市 　 ○

114 那 覇 市 ○ ○

19 12 6 16 12 67

18都府県 28道県 44都道府県 24都府県 45都道府県 34都道府県 34道府県 47都道府県 38都道府県

20市 12市 6市 16市 12市 67市

小　計

合　計

ITUVL
スタンプ



別
紙

［
公
費
負
担
回
数
］

［
公
費
負
担
額
］

無
制
限

1
8

1
.
0
%

北
海
道

1
7
9

9
3
,
4
2
4
（
注
）

滋
賀
県

1
9

1
0
4
,
9
0
0

2
0
回

0
0
.
0
%

青
森
県

4
0

1
1
8
,
9
2
0
（
注
）

京
都
府

2
6

9
0
,
7
3
0

1
9
回

0
0
.
0
%

岩
手
県

3
3

9
8
,
9
5
0

大
阪
府

4
3

1
1
1
,
2
3
9

1
8
回

1
0
.
1
%

宮
城
県

3
5

1
0
8
,
3
8
0

兵
庫
県

4
1

8
8
,
4
0
7

1
7
回

2
0
.
1
%

秋
田
県

2
5

1
0
9
,
0
3
9

奈
良
県

3
9

9
6
,
0
9
0

1
6
回

8
0
.
5
%

山
形
県

3
5

8
2
,
7
9
0

和
歌
山
県

3
0

9
2
,
1
9
0

1
5
回

5
1

2
.
9
%

福
島
県

5
9

1
1
2
,
6
2
1
（
注
）

鳥
取
県

1
9

9
4
,
5
9
7

1
4
回

1
,
6
6
1

9
5
.
4
%

茨
城
県

4
4

9
8
,
0
6
9
（
注
）

島
根
県

1
9

1
0
5
,
4
5
9

合
計

1
,
7
4
1

1
0
0
.
0
%

栃
木
県

2
5

9
5
,
0
0
0

岡
山
県

2
7

9
7
,
7
1
3

群
馬
県

3
5

9
3
,
4
3
0

広
島
県

2
3

9
1
,
3
7
5

埼
玉
県

6
3

1
0
0
,
8
0
0

山
口
県

1
9

1
1
6
,
9
1
7

千
葉
県

5
4

9
3
,
9
2
3

徳
島
県

2
4

1
1
4
,
4
4
0

東
京
都

6
2

8
1
,
4
3
6

香
川
県

1
7

1
1
4
,
6
0
0

神
奈
川
県

3
3

6
5
,
8
7
8

愛
媛
県

2
0

9
0
,
6
3
0

新
潟
県

3
0

1
0
4
,
8
4
8

高
知
県

3
4

1
1
0
,
3
8
0

富
山
県

1
5

9
9
,
4
1
0

福
岡
県

6
0

1
0
2
,
1
4
0

石
川
県

1
9

1
0
4
,
9
9
4

佐
賀
県

2
0

9
8
,
3
7
0

福
井
県

1
7

1
0
0
,
6
9
2

長
崎
県

2
1

1
0
0
,
1
9
4

山
梨
県

2
7

8
8
,
2
1
0

熊
本
県

4
5

9
6
,
6
0
0

長
野
県

7
7

1
1
6
,
2
3
4

大
分
県

1
8

9
3
,
8
0
0

岐
阜
県

4
2

1
1
9
,
4
4
7

宮
崎
県

2
6

1
0
2
,
7
2
7

静
岡
県

3
5

9
1
,
2
0
0

鹿
児
島
県

4
3

1
0
2
,
7
1
0

愛
知
県

5
4

1
0
7
,
1
4
9

沖
縄
県

4
1

9
9
,
1
0
0

三
重
県

2
9

1
1
0
,
0
5
0

合
　
計

1
,
7
4
1

9
9
,
9
2
7
(
注
)

（
注
）
公
費
負
担
額
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
市
区
町
村
は
除
く

公
費
負
担
額
（
円
）

（
平
均
）

妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
の
状
況
に
つ
い
て
（
平
成
２
７
年
４
月
１
日
現
在
）

回
数

市
区
町
村
数

割
合

都
道
府
県
名

公
費
負
担
額
（
円
）

（
平
均
）

都
道
府
県
名

市
区
町
村
数

市
区
町
村
数

KKRMR
スタンプ

ITUVL
スタンプ



‰ 順位 件数 ‰ 順位 ‰ 順位 ‰ 順位 件数 ‰ 20歳未満 ‰ 順位

1 北 海 道 4.1 14 1 2.6 6.8 45 2.0 16 1.0 19 8,483 8.1 853 7.4 5

2 青 森 県 4.6 7 - - 6.6 46 2.3 8 1.5 3 1,757 7.4 200 6.7 15

3 岩 手 県 3.4 31 - - 6.9 44 3.1 2 0.9 24 1,786 7.9 112 4.0 38

4 宮 城 県 3.5 29 - - 7.8 23 1.6 34 0.8 31 3,948 8.5 331 6.0 19

5 秋 田 県 2.9 42 1 16.7 5.7 47 0.7 47 0.2 47 1,231 7.3 79 3.9 39

6 山 形 県 4.1 14 - - 7.0 42 2.3 8 0.9 26 1,352 6.8 91 3.7 43

7 福 島 県 5.1 5 1 6.9 7.5 30 2.4 6 1.1 11 3,038 8.9 261 6.1 17

8 茨 城 県 4.2 11 - - 7.5 30 2.4 6 1.0 21 2,889 5.2 317 4.7 30

9 栃 木 県 3.3 35 - - 7.9 20 1.5 36 1.0 20 2,748 7.1 245 5.5 22

10 群 馬 県 4.2 11 - - 7.4 33 1.5 36 0.8 30 2,499 6.6 224 4.8 29

11 埼 玉 県 3.7 22 3 5.2 7.8 23 2.0 16 0.9 29 7,072 4.6 647 3.8 40

12 千 葉 県 3.8 19 3 6.2 7.7 27 2.1 12 1.1 9 5,879 4.6 525 3.8 40

13 東 京 都 3.2 37 2 1.7 8.6 6 1.7 29 0.8 34 26,672 8.5 1,895 6.8 12

14 神 奈 川 県 3.9 17 4 5.3 8.2 11 1.9 21 1.0 15 10,665 5.4 936 4.5 32

15 新 潟 県 3.7 22 - - 7.1 41 2.0 16 1.0 14 2,721 6.4 236 4.5 32

16 富 山 県 5.0 6 2 25.9 7.2 40 1.5 36 1.1 11 1,151 5.8 101 4.4 34

17 石 川 県 5.2 1 - - 7.9 20 1.4 40 0.6 41 1,530 6.8 126 4.6 31

18 福 井 県 4.5 8 2 31.4 8.0 17 1.8 25 0.3 45 944 6.4 69 3.8 40

19 山 梨 県 2.8 43 - - 7.3 37 2.0 16 0.7 39 789 5.0 64 3.1 46

20 長 野 県 3.0 41 1 6.3 7.5 30 1.3 44 0.7 37 2,846 7.4 250 5.3 24

21 岐 阜 県 3.6 26 - - 7.7 27 1.9 21 0.8 35 2,342 5.9 206 4.1 35

22 静 岡 県 3.7 22 3 10.4 7.8 23 1.9 21 0.9 28 4,595 6.5 443 5.4 23

23 愛 知 県 3.8 19 3 4.5 9.0 3 2.1 12 0.9 22 9,217 5.8 922 5.1 26

24 三 重 県 3.8 19 - - 7.8 23 2.1 12 1.3 6 2,288 6.5 208 4.9 27

25 滋 賀 県 4.5 8 1 7.8 9.1 2 1.8 25 0.8 33 1,565 5.3 147 4.1 35

26 京 都 府 4.4 10 2 10.0 7.7 27 2.5 4 1.6 2 2,465 4.5 264 4.1 35

27 大 阪 府 3.2 37 1 1.4 8.1 13 1.8 25 0.6 40 13,739 7.2 1,274 6.0 19

28 兵 庫 県 3.3 35 3 6.7 8.1 13 1.7 29 0.7 38 5,598 4.9 488 3.7 43

29 奈 良 県 5.2 1 2 19.9 7.3 37 1.7 29 1.0 16 1,111 4.0 108 3.1 46

30 和 歌 山 県 2.4 47 - - 7.3 37 1.8 25 1.4 5 1,251 6.9 151 6.8 12

31 鳥 取 県 5.2 1 - - 8.1 13 3.2 1 1.7 1 1,043 10.0 91 7.3 8

32 島 根 県 2.5 46 - - 8.1 13 1.4 40 1.1 8 808 6.9 72 4.9 27

33 岡 山 県 3.5 29 2 12.5 8.2 11 1.5 36 0.5 42 2,720 7.2 285 6.1 17

34 広 島 県 3.4 31 - - 8.4 9 2.2 10 1.1 13 4,499 8.0 467 7.1 11

35 山 口 県 4.2 11 - - 7.4 33 2.1 12 1.4 4 1,721 6.8 209 6.8 12

36 徳 島 県 3.7 22 - - 7.4 33 2.5 4 1.3 7 848 6.1 61 3.7 43

37 香 川 県 3.4 31 - - 8.0 17 1.4 40 0.9 25 1,369 7.6 144 6.7 15

38 愛 媛 県 2.7 45 1 9.6 7.4 33 1.4 40 0.9 27 2,081 8.2 223 7.4 5

39 高 知 県 3.6 26 - - 7.0 42 1.6 34 0.4 44 1,131 8.8 120 7.6 3

40 福 岡 県 3.9 17 1 2.2 9.0 3 2.2 10 1.0 17 10,312 9.6 1,082 8.8 1

41 佐 賀 県 3.4 31 - - 8.5 8 1.0 46 0.3 46 1,416 8.9 153 7.4 5

42 長 崎 県 3.1 40 - - 8.0 17 1.7 29 0.8 32 2,101 8.3 190 6.0 19

43 熊 本 県 2.8 43 - - 8.8 5 1.2 45 0.4 43 3,148 9.3 349 8.5 2

44 大 分 県 5.2 1 - - 7.9 20 1.9 21 1.0 18 1,914 8.9 191 7.3 8

45 宮 崎 県 3.6 26 - - 8.4 9 1.7 29 0.8 36 1,620 8.0 135 5.2 25

46 鹿 児 島 県 4.1 14 - - 8.6 6 2.6 3 1.1 10 3,021 10.0 285 7.5 4

47 沖 縄 県 3.2 37 - - 11.9 1 2.0 16 0.9 23 2,465 8.0 283 7.2 10

全  国 3.7 39 3.8 8.0 1.9 0.9 176,388 6.8 16,113 5.5

注：１）周産期死亡率、妊産婦死亡率、出生率、乳児死亡率、新生児死亡率は人口動態統計による。

　 周産期死亡率＝     妊娠満22週以後の死産数＋早期新生児死亡数

　　　出生数＋妊娠満22週以後の死産数

２）人工妊娠中絶件数及び実施率は保健・衛生行政業務報告（衛生行政報告例）による。

都道府県別の主な母子保健指標等（平成27年度）

都道府県

周産期死亡率 妊産婦死亡率 出生率 乳児死亡率 新生児死亡率 人工妊娠中絶件数及び実施率
(出産千対) (出産十万対) (人口千対) (出生千対) (出生千対) (女性人口千対)
平成27年 平成27年 平成27年 平成27年 平成27年 平成27年

KKRMR
スタンプ

ITUVL
スタンプ



「
健

や
か

親
子

２
１

（
第

１
次

）
」
（

H1
3～

26
年

）
の

最
終

評
価

に
つ

い
て 0

全
体
の
目
標
達
成
状
況
等
の
評
価

～
7
4
項
目
の
う
ち
、
約
８
割
が
改
善
～

評
価

区
分

（
策

定
時
※

の
値

と
直

近
値

と
を

比
較

）
該

当
項

目
数

（
割

合
）

改
善

し
た

Ａ
目

標
を

達
成

し
た

2
0
項
目
(
2
7
.
0
%
)

Ｂ
目

標
に

達
し

て
い

な
い

が
改

善
し

た
4
0
項
目
(
5
4
.
1
%
)

Ｃ
変

わ
ら

な
い

8
項
目
(
1
0
.
8
%
)

Ｄ
悪

く
な

っ
て

い
る

2
項
目
(
2
.
7
%
)

Ｅ
評

価
で

き
な

い
4
項
目
(
5
.
4
%
)

※
中

間
評

価
時

に
設

定
さ

れ
た

指
標

に
つ

い
て

は
、

中
間

評
価

時
の

値
と

の
比

較

約
8
0
%

6
9
指
標
（
7
4
項
目
）
に
つ
い
て
、
策
定
時
の
数
値
と
直
近
値
と
を
比
較
し
て
評
価
し

た
結
果
は
、
下
表
の
と
お
り
。
6
0
項
目
（
8
1
.
1
%
）
が
改
善
し
た
一
方
で
、
「
変
わ
ら

な
い
」
は
８
項
目
（
1
0
.
8
%
）
、
「
悪
く
な
っ
て
い
る
」
は
２
項
目
（
2
.
7
%
）
で

あ
っ
た
。

KKRMR
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「
健

や
か

親
子

２
１

（
第

１
次

）
」
で

改
善

し
な

か
っ

た
指

標
変

わ
ら

な
い

思
春

期
外

来
1
,3

7
4
か

所
→

1
,3

5
0
か

所
産

婦
人

科
医

師
数

1
2
,4

2
0
人

→
1
2
,3

6
9
人

休
日

・
夜

間
の

小
児

救
急

医
療

機
関

を
知

っ
て

い
る

親
の

割
合

（
1
歳

6
月

）
8
6
.6

％
→

8
7
.0

％
,

（
3
歳

）
8
8
.8

％
→

8
8
.2

％
児

童
虐

待
に

よ
る

死
亡

数
4
4
人

→
5
1
人

→
4
5
人

→
3
2
人

子
育

て
に

自
信

が
持

て
な

い
母

親
の

割
合

（
3
,4

月
）
1
9
.0

％
→

 1
9
.3

％
,
（
1
歳

6
月

）
2
5
.5

％
→

 2
4
.8

％
,
（
3
歳

）
2
9
.9

％
→

 2
8
.0

％
ゆ

っ
た

り
と

し
た

気
分

で
子

ど
も

と
過

ご
せ

る
時

間
が

あ
る

母
親

の
割

合
（
3
,4

月
）
7
7
.4

％
→

 7
9
.7

％
,
（
1
歳

6
月

）
6
9
.0

％
→

 6
8
.5

％
,
（
3
歳

）
5
8
.3

％
→

 6
0
.3

％
育

児
に

つ
い

て
相

談
相

手
の

い
る

母
親

の
割

合
（
3
,4

月
）
8
9
.3

％
→

 9
7
.6

％
,
（
1
歳

6
月

）
9
8
.9

％
→

9
5
.9

％
,
（
3
歳

）
9
8
.7

％
→

 9
5
.4

％
子

ど
も

の
心

の
専

門
的

な
診

療
が

で
き

る
医

師
が

い
る

児
童

相
談

所
の

割
合

（
常

勤
）

1
3
.4

％
→

 1
3
.6

％
, 
（
兼

任
・
嘱

託
・
非

常
勤

等
）

6
7
.1

％
→

 7
0
.2

％

悪
く
な

っ
て

い
る

十
代

の
自

殺
率

（
人

口
10

万
対

）
（

10
～

14
歳

）
1.

1
→

 1
.3

, （
15

～
19

歳
）

6.
4

→
 8

.5
低

出
生

体
重

児
（

15
00

ｇ
未

満
）

0.
7％

→
 0

.8
％

, （
25

00
ｇ
未

満
）

8.
6％

→
 9

.6
％

心
の

問
題

が
改

善
し

て
い

な
い

！

ITUVL
スタンプ



す
べ

て
の

子
ど

も
が

健
や

か
に

育
つ

社
会

健
や

か
親

子
２

１
（
第

２
次

）

子
育

て
・
健

康
支

援 （
重

点
課

題
②

）

妊
娠

期
か

ら
の

児
童

虐
待

防
止

対
策

（
重

点
課

題
①

）

育
て

に
く
さ

を
感

じ
る

親
に

寄
り

添
う

支
援

不
妊

予
防

接
種

相
談

相
手

低
出

生
体

重
児

心
の

健
康

少
子

化
健

康
診

査
産

後
う

つ
食

育
喫

煙
飲

酒
肥

満
や

せ

性
歯

科
身

体
活

動

（
基

盤
課

題
Ａ

）
切

れ
目

な
い

妊
産

婦
・
乳

幼
児

へ
の

保
健

対
策

（
基

盤
課

題
Ｂ

）
学

童
期

・
思

春
期

か
ら

成
人

期
に

向
け

た
保

健
対

策

（
基

盤
課

題
Ｃ

）

子
ど

も
の

健
や

か
な

成
長

を
見

守
り

育
む

地
域

づ
く
り

ITUVL
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0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

と
て

も
良

か
っ

た
と

思
う

だ
い

た
い

良
か

っ
た

と
思

う

あ
ま

り
良

か
っ

た
と

は
思

わ
な

い

全
く
良

か
っ

た
と

は
思

わ
な

い

わ
か

ら
な

い

い
い

え
と

き
ど

き
常

に
思

う
過

去
に

試
み

た

あ
な

た
は

死
に

た
い

と
思

っ
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

？

今 の 家 族 で 育 っ た こ と を 良 か っ た と

思 い ま す か ？

思
春

期
に

関
す

る
意

識
調

査
N

=4
,2

00
思

春
期

に
関

す
る

意
識

調
査

（
高

校
生

N
=4

,2
00

）

出
典

：
健

や
か

親
子

2
1
（
第

2
次

）
推

進
協

議
会

に
よ

る
調

査
研

究

ITUVL
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○
「
食

塩
摂

取
量

」
に

関
す

る
普

及
啓

発
の

対
象

は
、

高
血

圧

患
者

だ
け

で
良

い
か

？

○
「
喫

煙
が

及
ぼ

す
健

康
影

響
」

に
関

す
る

普
及

啓
発

の

対
象

は
、

喫
煙

者
だ

け
で

良

い
か

？

○
「
健

や
か

な
親

子
」
に

関
す

る

普
及

啓
発

の
対

象
は

、
虐

待

予
備

軍
だ

け
で

良
い

か
？

「
ポ

ピ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ア

プ
ロ

ー
チ

」
と

「
ハ

イ
リ

ス
ク

ア
プ

ロ
ー

チ
」

891011121314

19
95

20
00

20
05

20
10

20
15

(g
)

食
塩

摂
取

量
の

年
次

推
移

出
典

：
国

民
健

康
・
栄

養
調

査
（
厚

生
労

働
省

）

0102030405060

19
95

20
00

20
05

20
10

20
15

(%
)

喫
煙

率
の

年
次

推
移

男
性

女
性
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「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
（
母
子
保
健
分
野
）
」
に
つ
い
て

「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
（
母
子
保
健
分
野
）
」
に
つ
い
て

平
成
2
7
年
度
よ
り
、
「
健
や
か
親
子
２
１
（
第
２
次
）
」
の
推
進
に
資
す
る
母
子
の
健
康
増
進
を
目
的
と

す
る
優
れ
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
企
業
・
団
体
・
自
治
体
を
表
彰
し
、
こ
れ
を
広
く
国
民
に
周
知
す
る
こ
と

に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
す
こ
や
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る
良
好
な
社
会
環
境
の
構
築
を
推
進
。

第
５
回
「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
（
母
子
保
健
分
野
）
」

応
募
期
間
：
平
成
2
8
年
７
月
１
日
（
金
）
～
９
月
1
4
日
（
水
）

表
彰
式
：
平
成
2
8
年
1
1
月

応
募
対
象
：
す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
社
会
の
実
現
に
向
け
、
母
子
の
健
康
増
進
を
目
的

と
す
る
優
れ
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
企
業
・
団
体
・
自
治
体

詳
細
は
、
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
→
h
tt
p:
/
/
su
ko
ya
ka
2
1
.jp
/
ke
n
ko
u
-
aw
ar
d2
0
1
6

応
募
数
：
企
業
部
門

10
件
団
体
部
門

14
件
自
治
体
部
門

10
件

合
計

34
件

【
厚
生
労
働
大
臣
最
優
秀
賞
】
（
１
件
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン

「
訪
問
型
子
育
て
支
援
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
で
、
す
べ
て
の
こ
ど
も
に
幸
せ
な
ス
タ
ー
ト
を
」

【
厚
生
労
働
大
臣
優
秀
賞
】
（
３
件
）

＜
企
業
部
門
＞
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
食
品
株
式
会
社
「
和
光
堂
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
活
動
」

＜
団
体
部
門
＞
日
本
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
ピ
ア
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

「
若
者
が
思
春
期
の
若
者
を
支
え
る
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
取
り
組
み
」

＜
自
治
体
部
門
＞
比
企
郡
吉
見
町
（
埼
玉
県
）

「
町
ぐ
る
み
で
す
す
め
た
！
健
口
（
け
ん
こ
う
）
づ
く
り
～
吉
見
町
○
８
（
よ
い
は
）
の
会
と
の

10
年
間
の
歩
み
～
」

こ
の
他
、
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
長
賞
６
件
。
取
組
の
概
要
に
つ
い
て
は
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

※
取
組
概
要
：

ht
tp

://
w

w
w.

m
hl

w.
go

.jp
/s

tf/
ho

ud
ou

/0
00

01
43

36
6.

ht
m

l

第
５
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平
成
2
7
年
度
乳
幼
児
栄
養
調
査
の
概
要

○
目
的
：
全
国
の
乳
幼
児
の
栄
養
方
法
及
び
食
事
の
状
況
等
の
実
態
を
把
握
し
、
授
乳
・
離
乳
の
支
援
、
乳
幼
児
の

食
生
活
改
善
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

○
対
象
：
平
成
2
7
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
無
作
為
に
設
定
さ
れ
た
1
,1
0
6
地
区
の
世
帯
の
う
ち
、
平
成
2
7
年
５
月
3
1
日

現
在
で
６
歳
未
満
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
と
そ
の
世
帯
員
で
あ
る
６
歳
未
満
の
子
ど
も

（
2
,9
9
2世
帯
の
3
,9
36
人
に
つ
い
て
協
力
が
得
ら
れ
、
有
効
回
答
が
得
ら
れ
た
3,
87
1人
に
つ
い
て
集
計
）

○
調
査
系
統
：
厚
生
労
働
省
-
都
道
府
県
・
保
健
所
設
置
市
・
特
別
区
-
保
健
所
-
調
査
員
-
世
帯

調
査
の
概
要

平
成
2
7
年
９
月
実
施
（前
回
調
査
：平
成
17
年
９
月
実
施
）

○
乳
児
期
の
栄
養
方
法
（
授
乳
や
離
乳
食
の
状
況
）

○
幼
児
期
の
子
ど
も
の
食
事
や
間
食
の
と
り
方

○
母
親
の
母
乳
育
児
に
関
す
る
認
識
及
び
妊
娠
中
、
出
産
後
の
授
乳
の
指
導
・
支
援
状
況

○
授
乳
、
離
乳
食
、
子
ど
も
の
食
事
に
関
す
る
保
護
者
の
困
り
ご
と

○
子
ど
も
の
生
活
習
慣
（
起
床
時
刻
・
就
寝
時
刻
、
共
食
の
状
況
、
朝
食
習
慣
、
運
動
と
身
体
活
動
の
状
況
、

テ
レ
ビ
等
の
視
聴
時
間
や
ゲ
ー
ム
機
等
の
使
用
時
間
）

○
子
ど
も
の
健
康
状
態
（
肥
満
度
、
む
し
歯
の
状
況
、
排
便
の
状
況
）

○
保
護
者
の
生
活
習
慣
（
起
床
時
刻
・
就
寝
時
刻
、
朝
食
習
慣
）

○
子
ど
も
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
状
況
及
び
食
物
除
去
や
食
事
制
限
等
の
対
応

○
社
会
経
済
的
な
要
因
（
経
済
的
な
暮
ら
し
向
き
、
生
活
の
中
の
時
間
的
な
ゆ
と
り
、
総
合
的
な
暮
ら
し
）

主
な
調
査
項
目

※
下
線
が
、
新
規
項
目
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母
乳
栄
養
の
割
合
が
増
加
、
経
済
的
な
暮
ら
し
向
き
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
食
物
摂
取
に
差

〈
乳
幼
児
の
栄
養
方
法
や
食
事
に
関
す
る
状
況
〉

・
授
乳
期
の
栄
養
方
法
は
、
母
乳
栄
養
の
割
合
が
増
加
。
1
0
年
前
に
比
べ
、
生
後
１
か
月
で
は
4
2
.4
％
か
ら
5
1
.3
％
、

生
後
３
か
月
で
は
3
8
.0
％
か
ら
5
4
.7
％
へ
と
増
加
。

・
出
産
施
設
で
の
母
乳
育
児
に
関
す
る
支
援
が
あ
っ
た
と
回
答
し
た
保
護
者
も
増
加
。

・
授
乳
、
離
乳
食
、
子
ど
も
の
食
事
に
つ
い
て
、
約
８
割
の
保
護
者
は
困
り
ご
と
が
あ
っ
た
。

〈
乳
幼
児
の
生
活
習
慣
や
健
康
状
態
に
関
す
る
状
況
〉

・
朝
食
を
必
ず
食
べ
る
子
ど
も
の
割
合
は
、
9
3
.3
％
。
保
護
者
が
朝
食
を
「
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
」
「
全
く
食
べ
な
い
」
と

回
答
し
た
場
合
は
、
そ
の
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
7
8
.9
％
、
7
9
.5
％
と
８
割
を
下
回
っ
た
。

〈
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
社
会
経
済
的
要
因
に
関
す
る
状
況
〉

・
こ
れ
ま
で
に
、
食
事
が
原
因
と
思
わ
れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
ど
も
の
割
合
は
、
1
4
.8
％
。

そ
の
う
ち
1
1
.2
％
は
医
療
機
関
を
未
受
診
。
ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
（
と
思
わ
れ
る
）
食
物
の
除
去
や
制
限

を
し
た
こ
と
が
あ
る
保
護
者
の
割
合
は
2
3
.6
％
。
そ
の
う
ち
4
2
.1
％
は
医
師
の
指
示
で
は
な
か
っ
た
。

・
社
会
経
済
的
要
因
と
し
て
、
経
済
的
な
暮
ら
し
向
き
、
生
活
の
中
の
時
間
的
な
ゆ
と
り
、
総
合
的
な
暮
ら
し
に
つ
い
て
尋

ね
、
「
ゆ
と
り
あ
り
」
（
「
ゆ
と
り
が
あ
る
」
ま
た
は
「
や
や
ゆ
と
り
が
あ
る
」
）
と
回
答
し
た
保
護
者
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

2
9
.3
％
、
3
1
.1
％
、
4
1
.4
％
。
一
方
、
「
ゆ
と
り
な
し
」
（
「
あ
ま
り
ゆ
と
り
は
な
い
」
ま
た
は
「
全
く
ゆ
と
り
は
な
い
」
）
と
回
答
し

た
保
護
者
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
3
7
.5
％
、
4
7
.1
％
、
2
1
.1
％
。

・
社
会
経
済
的
要
因
別
に
、
子
ど
も
の
主
要
な
食
物
の
摂
取
頻
度
を
み
る
と
、
経
済
的
な
暮
ら
し
向
き
に
お
い
て
、
有
意

な
差
が
み
ら
れ
た
項
目
が
多
か
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
魚
、
大
豆
・
大
豆
製
品
、
野
菜
、
果
物
は
、
経
済
的
な
暮
ら
し
向
き
が
「
ゆ
と
り
あ
り
」
の
場
合
に
摂
取

頻
度
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
、
菓
子
（
菓
子
パ
ン
含
む
）
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
や
カ
ッ
プ
麺
は
、
経
済
的
な
暮
ら
し

向
き
が
「
ゆ
と
り
な
し
」
の
場
合
に
摂
取
頻
度
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

主
な
調
査
結
果

※
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
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　　　未熟児養育医療給付実施状況（平成27年度）
単位：人

1,000g 1,000ｇ 1,501ｇ 1,801g 2,001ｇ 2,301ｇ 2,501ｇ 1,000g 1,000ｇ 1,501ｇ 1,801g 2,001ｇ 2,301ｇ 2,501ｇ

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

以下 1,500g 1,800g 2,000g 2,300g 2500g 以上 以下 1,500g 1,800g 2,000g 2,300g 2500g 以上
1 北海道 57 68 84 102 46 31 124 512 68 旭川市 8 16 14 18 9 5 15 85
2 青森県 22 27 19 27 20 11 19 145 69 函館市 1 4 8 13 0 1 1 28
3 岩手県 23 29 27 25 18 7 16 145 70 青森市 11 16 10 11 4 6 9 67
4 宮城県 40 39 40 64 43 10 13 249 71 盛岡市 3 3 11 10 2 2 4 35
5 秋田県 8 29 7 17 20 8 35 124 72 秋田市 3 8 17 13 19 14 30 104
6 山形県 25 29 31 36 19 3 7 150 73 郡山市 9 6 9 14 9 3 1 51
7 福島県 27 38 23 27 25 9 13 162 74 いわき市 1 12 11 13 11 4 2 54
8 茨城県 52 83 99 103 32 7 21 397 75 宇都宮市 15 22 22 26 4 8 7 104
9 栃木県 33 53 42 55 19 10 19 231 76 前橋市 14 8 8 11 11 4 17 73
10 群馬県 32 43 52 43 25 19 112 326 77 高崎市 8 15 15 27 19 3 13 100
11 埼玉県 111 148 185 186 142 91 310 1,173 78 川越市 10 14 15 19 13 6 24 101
12 千葉県 89 142 148 164 83 25 25 676 79 越谷市 6 11 14 10 16 5 13 75
13 東京都 69 91 91 70 38 21 89 469 80 船橋市 12 26 27 23 15 4 0 107
14 神奈川県 52 47 61 65 28 15 21 289 81 柏市 9 12 21 22 4 2 0 70
15 新潟県 36 42 48 54 44 16 54 294 82 八王子市 10 14 17 7 9 2 18 77
16 富山県 13 17 21 21 15 8 17 112 83 横須賀市 16 11 9 9 8 0 3 56
17 石川県 14 24 25 19 20 5 42 149 84 富山市 4 10 11 12 3 0 10 50
18 福井県 28 25 17 18 20 19 83 210 85 金沢市 11 17 19 22 18 7 19 113
19 山梨県 22 22 28 39 9 0 7 127 86 長野市 9 11 19 11 12 2 15 79
20 長野県 22 45 47 85 46 39 100 384 87 岐阜市 6 19 14 21 7 7 17 91
21 岐阜県 38 40 54 53 30 16 58 289 88 豊田市 13 17 11 16 8 1 5 71
22 静岡県 42 71 76 100 21 9 35 354 89 豊橋市 9 11 11 16 6 5 4 62
23 愛知県 120 133 154 180 84 38 86 795 90 岡崎市 8 7 14 20 2 2 2 55
24 三重県 38 47 53 52 50 30 74 344 91 大津市 8 6 15 12 4 3 18 66
25 滋賀県 22 34 37 39 11 5 26 174 92 高槻市 12 11 17 12 16 7 12 87
26 京都府 20 38 45 41 24 19 75 262 93 東大阪市 7 11 3 11 7 4 18 61
27 大阪府 71 101 94 90 57 31 77 521 94 豊中市 6 16 9 16 7 2 6 62
28 兵庫県 70 64 92 92 38 19 33 408 95 枚方市 7 6 5 10 4 3 10 45
29 奈良県 17 24 32 32 38 23 99 265 96 姫路市 18 20 16 14 9 2 0 79
30 和歌山県 12 11 11 17 4 2 4 61 97 西宮市 11 21 15 15 15 2 18 97
31 鳥取県 10 13 26 22 1 1 2 75 98 尼崎市 16 14 12 28 15 7 16 108
32 島根県 30 30 29 42 12 4 17 164 99 奈良市 5 11 14 19 11 9 38 107
33 岡山県 14 24 28 40 21 3 23 153 100 和歌山市 11 19 12 11 2 1 3 59
34 広島県 24 34 30 33 51 15 46 233 101 倉敷市 7 19 13 23 23 5 22 112
35 山口県 24 34 43 40 64 28 118 351 102 福山市 17 26 25 26 44 18 2 158
36 徳島県 22 15 24 17 6 2 4 90 103 下関市 3 10 7 5 10 6 18 59
37 香川県 14 21 17 13 10 8 20 103 104 高松市 7 18 17 20 13 2 15 92
38 愛媛県 22 24 22 31 9 1 9 118 105 松山市 11 22 24 30 7 0 4 98
39 高知県 7 11 8 18 1 0 4 49 106 高知市 7 17 17 15 3 2 1 62
40 福岡県 61 83 102 114 23 8 11 402 107 久留米市 11 14 23 15 2 0 1 66
41 佐賀県 19 28 38 37 10 2 12 146 108 長崎市 7 16 20 24 3 2 8 80
42 長崎県 7 25 20 21 11 6 13 103 109 大分市 17 18 25 24 12 5 28 129
43 熊本県 25 52 44 53 42 33 102 351 110 宮崎市 20 25 24 29 11 2 1 112
44 大分県 13 29 29 30 33 10 24 168 111 鹿児島市 23 26 41 34 43 21 17 205
45 宮崎県 13 43 37 33 5 6 8 145 112 那覇市 14 15 13 15 6 2 1 66
46 鹿児島県 28 50 34 44 53 21 29 259 441 651 694 772 476 198 486 3,718
47 沖縄県 68 82 85 102 58 23 19 437 113 小樽市 3 4 1 5 1 4 11 29

1,626 2,202 2,359 2,606 1,479 717 2,155 13,144 114 町田市 8 7 13 14 9 6 13 70
48 札幌市 51 64 65 84 45 25 116 450 115 藤沢市 13 17 13 10 4 2 4 63
49 仙台市 31 58 43 53 28 5 10 228 116 四日市市 3 15 17 14 10 6 4 69
50 さいたま市 20 52 56 68 63 24 108 391 117 呉市 3 4 9 13 8 3 10 50
51 千葉市 26 28 48 23 26 4 3 158 118 大牟田市 2 5 4 3 2 0 1 17
52 横浜市 95 121 154 125 121 51 150 817 119 佐世保市 8 10 8 15 0 0 4 45
53 川崎市 52 65 70 81 50 22 84 424 120 千代田区 2 1 2 5 1 0 1 12
54 相模原市 18 26 47 51 29 19 15 205 121 中央区 1 11 2 3 1 1 8 27
55 新潟市 11 19 29 31 19 9 29 147 122 港区 4 8 15 9 6 3 7 52
56 静岡市 14 24 39 34 12 7 16 146 123 新宿区 7 12 20 10 3 0 1 53
57 浜松市 22 40 25 43 8 2 8 148 124 文京区 5 8 6 3 5 1 4 32
58 名古屋市 47 62 68 95 37 10 37 356 125 台東区 7 3 1 3 4 0 2 20
59 京都市 15 28 28 39 35 15 85 245 126 墨田区 10 8 4 9 6 0 4 41
60 大阪市 70 68 89 81 47 17 115 487 127 江東区 11 35 21 21 10 5 6 109
61 堺市 14 39 32 15 23 8 19 150 128 品川区 11 12 10 13 9 6 36 97
62 神戸市 27 51 43 56 16 3 2 198 129 目黒区 4 11 9 12 7 5 9 57
63 岡山市 23 20 28 35 18 13 37 174 130 大田区 25 17 22 24 26 15 52 181
64 広島市 33 37 39 68 68 27 85 357 131 世田谷区 19 19 27 29 15 9 19 137
65 北九州市 26 35 53 72 6 5 8 205 132 渋谷区 5 6 10 5 5 1 5 37
66 福岡市 49 79 86 108 24 5 2 353 133 中野区 10 12 8 11 5 2 7 55
67 熊本市 26 36 64 50 59 43 162 440 134 杉並区 9 22 18 13 10 5 9 86

670 952 1,106 1,212 734 314 1,091 6,079 135 豊島区 3 13 10 8 6 0 5 45

136 北区 4 11 15 8 1 2 6 47
137 荒川区 5 12 10 7 3 2 1 40

※平成27年度母子保健衛生費国庫負担金実績報告による 138 板橋区 18 14 20 24 5 4 10 95
139 練馬区 11 23 28 17 6 4 12 101
140 足立区 23 20 23 17 13 0 9 105
141 葛飾区 17 20 20 13 2 2 4 78
142 江戸川区 19 27 33 26 11 4 7 127

270 387 399 364 194 92 271 1977小計④

小計②

都道府県
計

指定都市

計

小計①

都道府県

指定都市

小計③

24,918
総計

（①+②+③+④）
3,007 4,192 4,558 4,954 2,883 1,321 4,003
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 雇児母発０３１３第１号  

平成２５年３月１３日 

 

  都道府県 

各 指定都市 母子保健主管部（局）長 殿 

中 核 市 

 

 

              厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課長        

 

 

「母体血を用いた新しい出生前遺伝学的検査」の指針等について（周知依頼） 

 

 

 

 「母体血を用いた新しい出生前遺伝学的検査」（以下「新出生前遺伝学的検査」という。）につきま

しては、去る3月9日に、日本産科婦人科学会が「『母体血を用いた新しい出生前遺伝学的検査』指針」

（以下「学会指針」という。）を決定し公表いたしました。また併せて、日本医学会、日本産科婦人科

学会、日本人類遺伝学会、日本医師会、日本産婦人科医会の関係５団体が、新出生前遺伝学的検査につ

いての共同声明を発表しました。 

 学会指針及び共同声明の内容は別添のとおりですが、新出生前遺伝学的検査についての厚生労働省の

見解は下記のとおりですので、本通知、学会指針（別紙１）及び共同声明（別紙２）について、その内

容を御了知いただくとともに、貴都道府県・市の医療主管部（局）、衛生主管部（局）等の関係部署及

び管内の市区町村、並びに必要に応じて管内の医療機関等の関係機関に対して、幅広く情報提供してい

ただくよう、よろしくお願いいたします。 

なお、別途、別紙３の関係機関に対して、各会の会員等に対する周知並びに学会指針及び共同声明の

遵守を依頼していることを申し添えます。 

 

 

記 

 

 
１． 新出生前遺伝学的検査等に関する厚生労働省の基本的考え方 

○ 一般的に医学的検査は、必要な患者に対し、診察から検査、診断、治療に至るまでの医師が行う診

療行為の一環としてなされるべきものである。 

 

○ 特に、新出生前遺伝学的検査については、その高度な専門性と結果から導き出される社会的影響を

考慮すると、検査前後における専門家による十分な遺伝カウンセリングにより、検査を受ける妊婦

やその家族等に検査の意義や限界などについて正確に理解していただくことが必要である。 
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○ 検査対象者については、新出生前遺伝学的検査の特性を踏まえ、超音波検査等で胎児が染色体数異

常を有する可能性が示唆された者や染色体数的異常を有する児を妊娠した既往のある者、高齢妊娠

の者等、一定の要件を定めることが必要である。 

 

○ そのためには、学会関係者に限らず、検査に関わる全ての学術団体、医学研究機関、医療機関、臨

床検査会社、遺伝子解析施設、遺伝子解析の仲介会社、健康関連企業等の皆様にも、学会指針を尊

重して御対応いただくことが必要と考えている。 

 

※別紙２・別紙３については省略 
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